
（別紙３）

～ R8年２月２８日

（対象者数） 24 （回答者数）
17

～ R8年２月２８日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

地域の方との交流機会が少ないので今後設定していく。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

R８年４月から新施設に移転するため、車いすで移動が安心

してできる環境になる予定である。

2

3

保護者の支援員がおり、利用児の保護者様から身近な相談がし

やすいとの意見を聞いている。

自立して活動できるような視覚支援、個別スケジュールであり

ながらも、集団での活動を楽しめるようプログラムを用意して

いる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

建物がバリアフリーで無かった為、身体的な気がかりさの主に

マンツーマンで支援しすぎてしまい自立の妨げになりがちであ

る。

施設内の移動時に車いすが使えず、介助での歩行となってい

た。

R8年　１月　１５日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8年　３月　２日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 おひさまはうす

○保護者評価実施期間
R8年　１月　１５日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


